


建築環境設備学特
論

田中　貴宏 建築および都市を計画する上で必要とされる環境・設備に関する知識を学習する。また、それら
の知識を活かした環境デザイン手法を学習する。そして，それらの学習を通じて，建築や都市の
環境計画を行うことの社会的意義を認識する。
授業の目標は以下のとおりである。
（１）建築環境・建築設備（水環境，熱環境，空気環境，光環境，音環境）に関する理論・技術の概
要および実践手法を理解できる。
（２）都市環境・都市設備（都市エネルギーシステム，水環境，熱環境，空気環境，生態環境，アメ
ニティ）に関する理論・技術の概要および実践手法を理解できる。
（３）総合的な建築・都市環境デザインに関する最新動向を理解できる。

建築構工法特論 大久保　孝昭 建築生産の合理化や高度化に関する新技術動向を解説しながら、建築生産システムを理解させ
る。特に鉄筋コンクリート建築物の工法については、主要工事である型枠工事、鉄筋工事および
コンクリート工事について実務に立脚した理解を深めさせ、工事監理の方法ついて詳述する。ま
た、近年の性能規定型の建築生産やユーザー保護に関する行政施策に基づく建築生産のあり
方を解説し、建築材料、特にコンクリート工事に関連する建築基準法および品確法について解説
する。
本講義および演習を通じて以下を習得させる。
(1) 建築生産における工事監理および品質管理に関する講義・演習を通じて、特にRC工事にお
ける型枠工事、鉄筋工事の実務を学ぶ。
(2) 建築構法に関する新技術を理解し、特に、鉄筋コンクリート建築物における工事監理を行うた
めの主要工事の工法を理解する。
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